
やはり俺が紅世の徒を
追うのはまちがってい

る。

狂笑



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
闘
争
の
渦
、
御
崎
市
─
─

　
そ
こ
に
、
二
人
の
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
が
降
り
立
っ
た
。

　
一
人
は
『
濃
影
の
揺
れ
手
』
比
企
谷
八
幡
。

　
も
う
一
人
は
『
神
速
の
突
き
手
』
結
城
明
日
菜

　
彼
ら
は
共
に
大
切
な
人
を
紅
世
の
徒
に
喰
わ
れ
た
復
讐
者
で
あ
る
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
一
話
　

1





第
一
話

　　
東
京
の
外
界
宿
か
ら
一
つ
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
闘
争
の
渦
と
な
り
か
け
て
い
る
場
所
が
あ
る
と
。

　
そ
の
場
所
は
日
本
の
御
崎
市
。

　
〝
狩
人
〞
フ
リ
ア
グ
ネ
の
都
喰
ら
い
未
遂
に
よ
り
、
次
々
と
紅
世
の
徒
が
そ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
ら

し
い
。

　
〝
狩
人
〞
フ
リ
ア
グ
ネ
、
〝
屍
拾
い
〞
ラ
ミ
ー
、
い
や
〝
螺
旋
の
風
琴
〞
リ
ャ
ナ
ン
シ
ー
〝
愛
染
自

〞
ソ
ラ
ト
、
〝
愛
染
他
〞
テ
ィ
リ
エ
ル
、
〝
千
変
〞
シ
ュ
ド
ナ
イ
、
〝
探
耽
求
究
〞
ダ
ン
タ
リ
オ
ン

　
こ
の
六
人
?
の
徒
が
短
期
間
に
御
崎
市
に
訪
れ
て
い
て
、
こ
の
半
数
が
討
た
れ
て
い
る
。

　
ま
た
同
様
に
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
は
『
炎
髪
灼
眼
の
討
ち
手
』、『
弔
詞
の
詠
み
手
』、『
儀
装
の
駆
り
手
』、

『
万
条
の
仕
手
』
の
四
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
聞
い
て
、
何
故
か
俺
は
一
つ
の
確
信
を
持
っ
た
。

　
小
町
達
を
喰
ら
っ
た
徒
─
─
〝
超
越
の
鱗
〞
オ
ル
ス
ラ
ン
と
、
今
共
に
行
動
し
て
い
る
フ
レ
イ
ム
ヘ

イ
ズ
の
討
滅
対
象
の
徒
、
〝
固
頑
の
堅
城
〞
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
は
近
い
う
ち
に
御
崎
市
を
訪
れ
る
、
と
─

─
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御
崎
市
の
中
央
を
流
れ
、
市
街
地
の
東
部
と
住
宅
地
の
西
部
に
わ
け
る
真
奈
川
。

　
そ
こ
に
か
か
る
御
崎
大
橋
の
頂
上
に
降
り
立
ち
、
自
身
を
覆
っ
て
い
た
小
さ
な
移
動
型
の
封
絶
を
解

く
。

　
そ
こ
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
日
本
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
一
都
市
に
し
か
見
え
な
い
。

　
だ
が
、
こ
こ
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
た
だ
の
一
都
市
で
は
な
い
。

「
八
幡
く
ん
…
…
つ
い
に
来
た
ん
だ
ね
。
闘
争
の
渦
、
御
崎
市
に
…
…
」

　
俺
の
隣
で
呟
く
の
は
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
に
な
っ
て
ま
だ
十
五
年
の
新
米
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
、『
神
速

の
突
き
手
』
結
城
明
日
菜
。

　
八
年
前
、
群
馬
の
高
崎
で
紅
世
の
王
〝
深
淵
の
妖
光
〞
オ
ペ
イ
ロ
ン
の
討
滅
で
偶
然
共
闘
し
て
以

来
、
何
故
か
共
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
俺
も
ま
だ
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
に
な
っ
て
三
十
年
の
新
参
だ
が
、
一
時
期
と
あ
る
自
在
師
の
も
と
に
居

た
こ
と
が
あ
り
、
俺
は
自
在
法
の
仕
様
に
苦
労
は
し
て
い
な
い
が
（
と
は
言
っ
て
も
う
ん
百
年
も
フ
レ
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イ
ム
ヘ
イ
ズ
を
や
っ
て
い
る
自
在
師
に
は
遠
く
及
ば
な
い
）、
出
会
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
彼
女
は
封
絶

と
炎
弾
以
外
の
自
在
法
を
ろ
く
に
使
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
心
配
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

い
つ
の
間
に
か
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
。

　
…
…
本
来
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
は
一
匹
狼
気
質
で
、
複
数
人
で
の
行
動
な
ど
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
だ
が

な
。

「
我
が
主
よ
、
こ
の
地
に
は
同
業
者
の
強
大
な
る
力
を
感
じ
る
ぞ
。
も
し
や
こ
れ
が
か
の
天
罰
神
の
契

約
者
や
戦
闘
狂
の
存
在
感
な
の
か
?
」

　
俺
の
腰
に
ぶ
ら
下
が
る
、
五
郎
正
宗
風
の
日
本
刀
が
喋
り
出
す
。

　
コ
イ
ツ
の
名
は
〝
忍
界
の
薄
在
〞
ハ
ル
バ
ー
ド
。
俺
の
契
約
者
で
あ
る
紅
世
の
王
だ
。

　
三
十
年
前
、
〝
超
越
の
鱗
〞
オ
ル
ス
ラ
ン
が
封
絶
を
使
用
せ
ず
に
日
曜
日
の
総
武
高
校
を
襲
撃
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
部
室
に
集
ま
っ
て
い
た
奉
仕
部
＋
一
色
、
小
町
が
喰
わ
れ
た
際
、
紅
世
か

ら
俺
に
声
を
か
け
、
俺
を
フ
レ
イ
ム
ヘ
イ
ズ
と
言
う
復
讐
者
に
な
る
道
を
与
え
て
く
れ
た
恩
人
?
だ
。

「
お
そ
ら
く
あ
ち
ら
側
も
我
々
の
存
在
を
感
じ
て
は
い
る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
こ
ち
ら
か
ら
接
触
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

　
結
城
の
レ
イ
ピ
ア
か
ら
声
が
放
た
れ
る
。

　
彼
女
?
の
名
は
〝
地
業
の
災
禍
〞
オ
ラ
ト
リ
ア
。
結
城
の
契
約
者
で
あ
る
紅
世
の
王
だ
。

　
十
二
年
前
、
結
城
は
自
身
の
恋
人
や
友
人
の
ほ
と
ん
ど
を
〝
固
頑
の
堅
城
〞
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
に
喰
わ
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れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
契
約
し
た
ら
し
い
。

「
そ
う
ね
、
そ
の
ほ
う
が
い
い
わ
ね
」

「
外
界
宿
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
天
罰
神
の
契
約
者
は
零
時
迷
子
の
〝
ミ
ス
テ
ス
〞
坂
井
悠
二
と
共
に
、
一

日
の
大
半
を
過
ご
し
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た
、
市
立
御
崎
高
校
に
通
っ
て
い
る
、
と
の
情
報
だ
。
ど
う

す
る
、
我
が
主
よ
」

「
取
り
あ
え
ず
、
そ
の
御
崎
高
校
に
行
っ
て
み
る
の
が
確
実
だ
ろ
う
」

「
で
は
、
出
発
し
よ
う
」

「
そ
う
ね
」

　
こ
う
し
て
、
俺
た
ち
二
人
に
し
て
四
人
は
、
御
崎
高
校
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
─
─
小
町
、
絶
対
に
お
前
の
仇
を
討
っ
て
や
る
か
ら
な
─
─
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